
【国内版ルール確認事項】 

① ボールの ADにおいて、側転、前方転回、と違う回転で同じように胸でボールを突いた。 

同じ内容であることから 2回目はノーカウント。 

② ジャンプの BDを投げで行った場合 

・ジャンプで投げて、受けで落下⇒BDはノーカウント。 

・ジャンプで投げて、数歩歩いて受ける⇒BDはカウント。 

・ジャンプで投げた時に ADと BDを行い、数歩歩いて受ける⇒BDはカウント。 

                             ADはノーカウント。 

③ 形の変更を伴うピボット 

・最初の回転に正しい手具操作があること。 

・最初の回転に正しい手具操作があれば、２つめの回転に手具操作がなくてもOKで 

カウント。 

 

④ 団体の複数投げは、中くらい または 高い投げが必須 

・1つの手具が中くらい以上の高さはあるが、もう 1つの手具が距離はあるが 

小さい投げだった時⇒複数投げはノーカウント（すべてが中くらい以上の高さが必要） 

           6メートルの距離は高さを測るものではない。 

 

⑤ 投げの高さについて 

・座位からの足での投げ 

中くらいの投げの高さ⇒手具が離れた位置から立位の身長の 1人分～２人分。 

大きな投げの高さ⇒手具が離れた位置から立位の身長の 2人分を超える。 

 

 


